
クチマガリマイマイ (オナジマイマイ科) 兵庫県ランク：Ｂ

Aegista cavicollis 環境省ランク：NT

種の概要 主要な選定理由

○ ○

県内分布

県内における生息状況及びその他特記事項

保護上の留意点

【執筆者】 大原健司

近年、須磨区の生息地のいくつかが宅地化さ
れ消失した。今後、都市近郊部の開発におい
て十分な調査を行って、レッドリストの掲載種
の有無を確認の上開発が行われることが望ま
れる。

近畿、愛知県に分布する。殻長約4mm、殻径約6mm。殻色は褐
色、円錐形、殻表は鱗片状の付着物で覆われている。殻口は著
しく下降し、殻口の上唇が庇状に張り出す。これが口が曲がった
ように見えることから口曲(くちまがり)の和名が付いた。

新規追加種。本種は丘陵部のやや乾燥した雑木林の林床の落葉や小さな礫中に生息している。県内の
生息地は神戸市、伊丹市、尼崎市、洲本市で、神戸市、伊丹市、尼崎市は住宅地周辺に残された雑木
林等に生息している。
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写真提供：増田修

写真提供：増田修


